
別府大学における教育実習の実践と課題
－事後の指導におけるアンケート結果を基に－

今井 航 牧 貴愛 瀬戸口昌也

【要 旨】
別府大学では、平成１９年度以降、「実習指導」で、教育実習を終えた者に対しア

ンケートを行ってきた。５年間のその結果からは、熱意をもって取り組んだり積極
的に生徒とコミュニケーションをはかったりしたとする者が増加しているなど改善
点が見られる一方、今後の課題とすべき点なども見られた。それは、十分な教材研
究が行えていない者がいたり、教員採用選考試験の受験率が全体的に５０％弱であっ
たりした点である。
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はじめに

本稿は、別府大学における教育実習の実践から得られた結果を明らかにすると同時に、その結
果の背景を考察し、これにより今後の別府大学における教育実習の課題を提示しようとするもの
である。
２００６（平成１８）年の中央教育審議会答申である『今後の教員養成・免許制度の在り方について』
では、教職課程の質的水準の向上に資する具体策の１つに「教育実習の改善・充実」が挙げられ
ている。具体的には、「大学の教員と実習校の教員が連携して指導に当たる機会を積極的に取り
入れる」ことや、「履修に際して満たすべき到達目標をより明確に示す」こと、或いは「事前に
学生の能力や適性、意欲等を適切に確認する」こと、更に「教育実習に出さないという対応や、
実習の中止も含め、適切な対応に努める」こと、また更には「母校実習については、できるだけ
避ける方向で、見直しを行うことが適当である」ことなどが提言されている。言うなれば、教育
実習のあり方が捉え直されようとしている（１）。
米沢崇は、これに遡ること特に１９９０年代以降の教育実習改革の動向を先行研究に依りながら述

べると同時に、我が国の教育実習に関する先行研究を整理することにより教育実習研究の動向も
述べている（２）。彼は、教育実習研究では、１９９０年代以降の教育実習改革の動向に「積極的に応え
る形で、教師としての力量を形成する上で、教員養成カリキュラムにおける教育実習の重要性を
指摘した研究や、教育実習及び体験的授業科目における教職意識と教師としての力量の変容に焦
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大

学

文
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部

国文学科 ９５ ２２ ２３．２ ７３ １３ １７．８ ７２ １８ ２５ ５３ １７ ３２．１ ４７ １４ ２９．８
英文学科 ３０ ９ ３０ ３６ １４ ３８．９ ２７ ６ ２２．２ ２７ ４ １４．８ ３５ ７ ２０
史学科 １２３ ３８ ３０．９ １０８ ４０ ３７ １２５ ４６ ３６．８ １１５ ３４ ２９．６ ８５ １９ ２２．４

芸術文化学科 ５９ ５ ８．５ ６７ １０ １４．９ ６５ １３ ２４．６ ３６ ４ １１．１ ４７ ７ １４．９
文化財学科 ９３ ２８ ３０．１ ６３ １３ ２０．６ ６３ ７ １１．１ ４２ ５ １１．９ ４０ ６ １５
人間関係学科 １０３ ５ ４．９ ８５ ７ ８．２ ７４ １０ １３．５ ７１ ２ ２．８ ６８ ２ ２．９

食
物
栄
養
科
学
部

食物栄養学科 ８３ － － ７４ １４ １８．９ ６９ ５ ７．２ ６９ １２ １７．４ ７８ １５ １９．２
食物バイオ学科 － － － － － － １８ ２ １１．１ ３１ ２ ６．５ ２１ ４ １９

注１）大学事務局教務課の協力を得て作成された表である。
注２）食物栄養学科の栄養教諭１種は、平成１７年度に認可。平成２０年度が、教育実習初年度。
注３）食物バイオ学科の中１・高１（理科）は、平成１８年度に設置および認可。平成２１年度が第１期生卒業年度。教育実習も同様。

表１ 平成１９～２３年度の各年度に教育実習を終えた学生数および卒業者数に対する割合

点を当てた研究が行われてきた」と指摘している。その上で、２つの課題が明らかにされている。
１つは、「教師教育の連続性という視座に立ち、教職志望学生及び新任教員それぞれの教育実

習に対する認識に注目しながら、彼らが教育実習の意義をどのようにとらえ、両者の間にどのよ
うな意識の関連性がみられるのか」である。もう１つは、「教職意識と教師としての力量の変容
に、どのような要因が影響を与えているのか」である。
本稿では、必ずしも米沢が明らかにした２つの課題に取り組んでいるわけではない。従来の教

育実習研究が指摘していたり焦点が当てられたりしてきたと彼が言う「教員養成カリキュラムに
おける教育実習の重要性」や教育実習における「教職意識と教師としての力量の変容」を踏まえ
た上で、教育実習を終えた学生に残されている課題は何かという問題に関心を持つことになる。
別府大学では、４年生で「教育実習」を履修する。その前後で「実習指導」が行われる。その

事後の指導では、教育実習を終えた者に対しアンケートが行われてきた。その最初は平成１９年度
である。教育実習はどうであったか。教育実習を終えて、彼らにどのような変化があったか。平
成１９年度以降、毎年度このような問いに答えてもらっている。
そこで、本稿では、平成１９～２３年度の５年間分のアンケート結果を取り上げる。
別府大学は、平成２１年度に学科が再編され、同時に新学部が誕生した。平成２３年度に教育実習

を終えた者はその再編・誕生の前年度、すなわち平成２０年度に入学した者である。つまり、今回
の結果は、学科再編・新学部誕生の直前５年間に入学し教育実習を終えた学生に答えてもらった
ものとなる。これを取り上げることで、この５年間で改善の傾向にあると見られる点、或いは改
善すべきであると見られる点などに注目し、教育実習を終えた別府大学の学生に残されている課
題を見つけてみたい。その上で、別府大学から学生を教育実習に送り出すにあたっての今後の課
題を提示したい。
まずは、この５年間で教育実習を終えた学生数から見てみよう。

１．学科再編・新学部誕生の直前５年間に入学し教育実習を終えた学生数

表１は、平成１９～２３年度の５年間における教育実習生の数を学部・学科ごとに示したものであ
る。ただし、食物栄養学科の教職課程履修者が教育実習に初めて臨んだのは平成２０年度であり、
また、食物バイオ学科の場合には平成２１年度であったことを断っておく。

その上で、文学部・食物栄養科学部の両方で見た場合、教育実習を終えた者は、平成１９年度か
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ら年度順に、１０７名、１１１名、１０７名、８０名、７４名である。これらを年度ごとの卒業者数で割って
みる。すると、年度順に、１８．３％、２１．９％、２０．９％、１８．０％、１７．６％となる。減少傾向が見られ
る。また、平均すれば、１９．３％である。この５年間では、卒業した者５名に対して１人が教育実
習を終えたと言えよう。
学部別に見てみよう。文学部では、教育実習を終えた者は、平成１９年度から年度順に、１０７名、

９７名、１００名、６６名、５５名である。文学部卒業者数に対する割合は、２１．３％、２２．５％、２３．５％、
１９．２％、１７．１％となる。両学部で見た場合と同じく、減少傾向が見られる。また、平均すれば、
２０．７％である。一方、食物栄養科学部では、食物バイオ学科の教職課程履修者が教育実習に臨み
始めた平成２１年度以降で見た場合、年度順に、７名、１４名、１９名である。食物栄養科学部卒業者
数に対する割合は、８％、１４％、１９．２％となる。文学部とは逆で、増加傾向が見られる。平均す
れば、１３．７％である。
学科別で見た場合にはどうか。各学科の卒業者数に対する教育実習を終えた者の割合は、国文

学科では、平成１９年度から年度順に、２３．２％、１７．８％、２５．０％、３２．１％、２９．８％である。増加傾
向が見られる。英文学科では、３０．０％、３８．９％、２２．２％、１４．８％、２０．０％である。減少傾向が見
られる。史学科では、３０．９％、３７．０％、３６．８％、２９．６％、２２．４％である。減少傾向が見られる。
芸術文化学科では、８．５％、１４．９％、２４．６％、１１．１％、１４．９％である。文化財学科では、３０．１％、
２０．６％、１１．１％、１１．９％、１５．０％である。人間関係学科では、４．９％、８．２％、１３．５％、２．８％、
２．９％である。減少傾向が見られる。食物栄養学科では、平成２０年度から年度順に、１８．９％、
７．２％、１７．４％、１９．２％である。増加傾向が見られる。食物バイオ学科では、平成２１年度から年
度順に、１１．１％、６．５％、１９．０％である。食物栄養学科と同じく増加傾向が見られる。
以上のように、両学部・学部別・学科別に見た場合、学科再編・新学部誕生の直前５年間に入

学し教育実習を終えた学生数は、卒業者数に対するその割合に注目すると、全体として減少傾向
にあると言えよう。その傾向は、文学部の減少傾向、とりわけ英文・史・人間関係の各学科の減
少傾向が反映したと見られる。とは言え、英文学科では平成１９・２０年度に、史学科では平成１９～
２１年度に、それぞれ３０％超が示されていたことも看過できない。

２．事後の指導におけるアンケートの集計結果

（１）実施目的・方法
では、学科再編・新学部誕生の直前５年間に入学し教育実習を終えた学生の教育実習はどうで

あったか。また、教育実習を終えて、彼らにどのような変化があったか。別府大学で、調査を開
始し、その答えが得られるようになったのは、平成１９年度からである。
教育実習はどうであったか。この問いに対し、次のような項目を５点設けた。①十分に教材研

究を行い、授業にのぞんだ。②学習指導案に従い、思い通りに授業をすることができた。③熱意
をもって、教育実習に取り組んだ。④積極的に生徒に接触し、コミュニケーションをはかった。
⑤遅刻や欠席をせず、実習ノートなど提出物の提出期限を守った。その上で、以上５点を「教育
実習に関する評価」の形で、一括りとした。
また、教育実習を終えて、どのような変化があったか。これについては、４点設けた。①教育

実習中に学習指導案の作成能力が向上した。②教育実習は、これからの人生にとって貴重な体験
となった。③大学卒業後は、教職関係に就職したい。④大学を卒業してから、教員採用選考試験
を受けるつもりである。その上で、以上４点を「自己評価」の形で、一括りとした。
この調査では、その開始当初より、上述のような問いの他にも、教育実習生が教員採用選考試
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験を受験したかどうかも問われてきた。また、開始から３年目となる平成２１年度からは、教育実
習に行く前に模擬授業など授業実践を一度でも経験したことがあるかどうかも問うようになっ
た。さらに、５年間の最後、すなわち平成２３年度では、教員採用選考試験を受験したと回答した
者に受験した都道府県名や都市名を全て記入してもらうようにもなった。
ここで、平成２３年度に用いたアンケート用紙を示せば、以下のとおりである。
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図１ 十分に教材研究を行い、授業に臨んだ

調査が始まった平成１９年度から、先述したような若干の変更点を含みながら、毎年のように、
このアンケート用紙を使って調査は実施されてきた。それは、このアンケート用紙の冒頭に見ら
れるように、後学期５限目に設けられている「実習指導」事後の指導の第１回目に行われてきた。
実施日時・対象者数を示せば、以下の通りである。

平成１９年１１月３０日（金）５限 １０３名（１０７名）
平成２０年１１月２８日（金）５限 １０５名（１１１名）
平成２１年１１月２７日（金）５限 １１５名（１０７名）
平成２２年１１月２６日（金）５限 ７９名（８０名）
平成２３年１１月２５日（金）５限 ７１名（７４名）

ここでカッコ内に示された数字は、すでに見た教育実習を実際に終えた者の数である。アン
ケートの対象者数が実際に終えた者の数と一致しないのは、アンケートが行われた事後の指導の
第１回目を正当な理由で欠席した者が各年度とも若干名いたり、或いは科目等履修生が回答した
アンケートが含まれたりしたためである。

（２）結果
アンケートの各項目に対し、５段階評価により答えてもらった。各項目順に、結果を見てみよ

う。その際、「強くそう思う」・「そう思う」のどちらかに回答した場合を肯定的な回答と見、反
対に「全くそう思わない」・「そう思わない」のどちらかに回答した場合を否定的な回答と見るこ
ととする。
まずは、「教育実習に関する評価」の各項目から見てみよう。

Ⅰ―①十分に教材研究を行い、授業にのぞんだか
図１に結果が示されている。十分に教材研究を行い、授業にのぞんだとする者は、平成１９年度

から年度順に、６４％、６４％、６６％、８２％、７２％である。増加傾向が見られる。反対に否定的な回
答は、１８％、１５％、１４％、７％、７％である。減少傾向が見られる。
より多くの者が教材研究を行うようになってきていると言えよう。

Ⅰ―②学習指導案に従い、思い通りに授業をすることができたか
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図２ 学習指導案に従い、思い通りに授業をすることができた

図３ 熱意をもって、教育実習に取り組んだ

図２に結果が示されている。学習指導案に従い、思い通りに授業をすることができたとする者
は、年度順に、４５％、４２％、３８％、４４％、５７％である。平成２３年度に増加傾向が見られる。反対
に否定的な回答は、２５％、２１％、３０％、２９％、２１％である。平成２１年度から減少傾向が見られ
る。「どちらともいえない」と回答した者は、３０％、３７％、３１％、２７％、２１％である。減少傾向
が見られる。
学習指導案に従い、思い通りに授業をすることができるようになってきていると言えよう。

Ⅰ―③熱意をもって、教育実習に取り組んだか
図３に結果が示されている。熱意をもって、教育実習に取り組んだとする者は、年度順に、

８１％、８５％、８３％、９５％、９６％である。増加傾向が見られるし、しかも平成２２年度以降は、ほぼ
１００％である。反対に否定的な回答は、１３％、９％、３％と推移し、平成２２年度以降は、両年度
とも０％である。
熱意をもって取り組まなかったというような否定的な回答が見られなくなったことが特筆に値

する。

Ⅰ―④積極的に生徒に接触し、コミュニケーションをはかったか
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図４ 積極的に生徒に接触し、コミュニケーションをはかった

図５ 遅刻や欠席をせず、実習ノートなど提出物の提出期限を守った

図４に結果が示されている。積極的に生徒に接触し、コミュニケーションをはかったとする者
は、年度順に、７０％、６５％、６８％、８５％、８９％である。平成２２年度から増加傾向が見られる。反
対に否定的な回答は、１６％、１２％、１３％、３％と推移し、平成２３年度は０％である。
より多くの者が積極的に生徒とコミュニケーションをはかるようになってきていると言える

し、同時に、はからなかったというような否定的な回答が見られなくなったことも注目される。

Ⅰ―⑤遅刻や欠席をせず、実習ノートなど提出物の提出期限を守ったか
図５に結果が示されている。遅刻や欠席をせず、実習ノートなど提出物の提出期限を守ったと

する者は、年度順に、７９％、８３％、８９％、９０％、９４％である。増加傾向が見られる。反対に否定
的な回答は、１７％、１４％、３％、４％、２％である。減少傾向が見られる。
ほとんどの者が遅刻や欠席をせず、提出物の提出期限を守るようになったし、同時に、あと少

しで１００％に達しようとしていると言えよう。

次に、「自己評価」の各項目を見てみよう。
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図６ 教育実習中に学習指導案の作成能力が向上した

図７ 教育実習は、これからの人生にとって貴重な体験となった

Ⅱ―①教育実習中に学習指導案の作成能力が向上したか
図６に結果が示されている。教育実習中に学習指導案の作成能力が向上したとする者は、年度

順に、６５％、６１％、７０％、８０％、８８％である。増加傾向が見られる。反対に否定的な回答は、
１３％、１２％、９％、６％、１％である。減少傾向が見られる。「どちらともいえない」と回答し
た者は、２２％、２８％、２１％、１４％、１１％である。減少傾向が見られる。
教育実習中に学習指導案の作成能力が向上したとする者が年々多くなってきていると言えよう。

Ⅱ―②教育実習は、これからの人生にとって貴重な体験となったか
図７に結果が示されている。教育実習は、これからの人生にとって貴重な体験になったとする

者は、年度順に、８５％、９０％、９６％と推移し、平成２２年度以降は、両年度とも１００％である。反
対に否定的な回答は、平成２１年度以降は、見られなくなっている。
平成２２年度以降は、教育実習を終えた者全員が、これからの人生にとって貴重な体験になった

としていることが判る。

Ⅱ―③大学卒業後は、教職関係に就職したいか
図８に結果が示されている。大学卒業後は、教職関係に就職したいとする者は、年度順に、
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図８ 大学卒業後は、教職関係に就職したい

図９ 大学を卒業してから、教員採用試験を受けるつもりである

４３％、４２％、４６％、６１％、４８％である。平成２２年度まで増加傾向にあったが、平成２３年度は前年
度に比べて落ち込んでいる。反対に否定的な回答は、２５％、２４％、２５％、１１％、１１％である。平
成２２年度以降は、減少傾向が見られる。「どちらともいえない」と回答した者は、平成２３年度は
４１％で、他年度に比べて多い。
大学卒業後は、教職関係に就職したいとする者の割合は、全体的に５０％前後で推移していると

見られるが、その一方で、否定的な回答が減少傾向にあると同時に、判断が着かない場合が増加
気味であることが指摘できよう（３）。

Ⅱ―④大学を卒業してから、教員採用選考試験を受けるつもりであるか
図９に結果が示されている。大学を卒業してから、教員採用選考試験を受けるつもりの者は、

年度順に、４０％、４２％、４３％、５２％、４８％である。増加傾向が少し見られる。反対に否定的な回
答は、２５％、３１％、２８％、１９％、１３％である。平成２１年度以降は、減少傾向が見られる。「どち
らともいえない」と回答した者は、平成２３年度は３９％で、他年度に比べて多い。
大学を卒業してから、教員採用選考試験を受けるつもりの者の割合は、全体的に５０％前後で推

移していると見られるが、その一方で、否定的な回答が減少傾向にあると同時に、判断が着かな
い場合が増加気味であると見られる（４）。
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図１０ 教育実習に行く前に模擬授業など授業実践を一度でも経験しましたか

図11 今年度の教員採用選考試験を受けましたか

最後に、「その他」の項目も見ておこう。①教育実習に行く前に模擬授業など授業実践を一度
でも経験しましたか。②あなたは、今年度の教員採用選考試験を受けましたか。「その他」のう
ち、ここでは以上の２点だけに注目しておきたい。

Ⅲ‐①教育実習に行く前に模擬授業など授業実践を一度でも経験したか
図１０に結果が示されている。平成２１年度から新たに問うようになった。教育実習に行く前に模

擬授業など授業実践を一度でも経験した者は、平成２１年度から年度順に、５７％、８２％、９０％であ
る。増加傾向が見られる。
より多くの者が教育実習に行く前に授業実践を経験するようになってきていると言えよう。

Ⅲ―②今年度の教員採用選考試験を受けたか
図１１に結果が示されている。今年度の教員採用選考試験を受けた者は、年度順に、４５％、

３２％、３７％、５７％、５２％である。増加傾向が見られる。平成２２年度以降は、５０％を超えている。
いわゆる現役で受験する者は、少しずつ増えてきていると言えよう。また、平成２３年度は、全

体のおよそ半分であることも指摘できる。
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３．学科再編・新学部誕生の直後に入学し教育実習を終えた学生に関する集計結果

学科が再編され新学部が誕生したのは、平成２１年度である。その再編・誕生の直後に入学し、
その後、教職課程の履修を開始した学生が教育実習に臨んだのは、平成２４年度であった。新学
部、すなわち国際経営学部の学生も２名が教育実習を終えた。
平成２４年度以降も、学科再編・新学部誕生の直前５年間に入学し教育実習を終えた学生と同じ

ように、アンケートは行われている。ここでは、いわゆる直後入学で、平成２４年度に教育実習を
終えた学生の各集計結果を見てみよう（５）。
やはり事後の指導の第１回目に行われており、実施日時は平成２４年１１月３０日（金）５限で、対

象者数は６９名であった。
すでに見た学科再編・新学部誕生の直前５年間に入学し教育実習を終えた学生の結果と比べて

指摘すべき点は、以下の４点である。

・十分に教材研究を行い、授業に臨んだとする者は８４％であり、割合が最も高い。
・熱意をもって、教育実習に取り組んだとする者は９８％であり、割合が最も高い。
・大学を卒業してから、教員採用選考試験を受けるつもりかどうかがはっきりしない者が
２５％であり、割合が最も低い。一方で、受けるつもりがない者が２７％であり、平成２３年度
の１３％に比べてその割合が急に高まっている。

・他の点については、若干の変化は見られるものの、例年並みである。

おわりに－課題は何か－

（１）改善の傾向にあると見られた点
これまで見てきたように、別府大学では、学科再編・新学部誕生の直前５年間に入学し教育実

習を終えた学生に対して実施されたアンケート結果に基づけば、全体的には改善の傾向が見られ
たと言えよう。
教育実習がこれからの人生にとって貴重な体験になったとする者は、１００％に達している。ま

た、より多くの者が教材研究を行うようになってきている。思い通りに授業をすることができる
ようになってきている。熱意をもって取り組むようになってきている。積極的に生徒とコミュニ
ケーションをはかるようになってきている。提出物の期限も守るようになってきている。教育実
習中に学習指導案の作成能力が向上したとする者も年々多くなってきている。
加えるならば、学科再編・新学部誕生の直後に入学し教育実習を終えた学生についても、そう

した傾向は続いた。

（２）その背景
改善の傾向が見られた背景には、何があったか。
第１に、教育実習を終えた学生が減少したことを挙げることができる。減少した分、教職課程

の教員や、これにかかわる職員は、教育実習を控えた学生に対して教職指導がしやすくなったと
考えられる。
第２に、模擬授業の会のことを挙げることができる。当会は、平成１９年度に発足し、これ以

降、模擬授業の実践の機会を多く提供し続けている。アンケート結果でも、教育実習に行く前に
授業実践を経験したという者が増えていた。当会の活動がその増加を支えたと見られる。
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第３に、平成２０年度に教職課程認定大学実地視察が実施されたことを挙げることができる。視
察後、例えば、シラバスを改善したり、大学図書館に教職に関する新しい図書を置いたりするよ
う促されたりした。教職課程運営の改善・充実が図られたと考えられる。
第４に、平成２１年度に教員免許更新制が導入されたことを挙げることができる。これにより免

許状に１０年間の有効期間が付された。有効期限付きでも取得するのか。免許状を取得しようとす
る学生の本気度が試されることになったと考えられる。
第５に、教育実習の履修判定基準を改正したことを挙げることができる。この改正は、平成２２

年度に教育実習を行うことを希望する者に適用された。教育実習生としての資質・能力をもって
いるかどうか。これを問うため、１つに履修判定対象者の成績が点検されるようになった。以前
よりも履修判定基準を厳しくしたことで、教職意識が低かったり十分な力量を持ち合わせていな
かったりする学生が教育実習に行くことが減ったと考えられる。
全体的に見た場合の改善の傾向にあると見られた点には、こうした５点の背景があったことを

指摘することができる。

（３）改善すべきであると見られた点
しかしながら、改善すべきであると見られる点が無かったわけではない。例えば、より多くの

者が教材研究を行うようになってきているとは言え、後半の平成２２・２３年度に注目してみると、
いまだ２０～３０％の者がそれに否定的な方、若しくは「どちらともいえない」に回答している。一
方で、学習指導案に従い、思い通りに授業をすることができたかと問われれば、肯定的な回答が
増加の傾向にあるとは言え、毎年度のように４０％以上の者が否定的な方、若しくは「どちらとも
いえない」に回答している。また一方で、教育実習中に学習指導案の作成能力が向上したとする
者も年々多くなってきている。
思い通りにいかないのが授業であると言ってしまえばそれまでだが、であるからこそ、教育実

習中は全員が十分に教材研究を行わなければならないだろう。また、教育実習に行く前から学習
指導案の作成能力を向上させておかなければならないだろう。このような点が、別府大学から学
生を教育実習に送り出すにあたっての今後の課題に挙げることができる。
もう１つだけ挙げられる。それは、大学卒業後は、教職関係に就職したいとする者も、大学を

卒業してから、教員採用選考試験を受けるつもりの者も、全体的に５０％前後で推移していると見
られた点である。裏を返せば、それに否定的な方、若しくは「どちらともいえない」と回答して
いる者も５０％前後であるということである。１０年間の有効期間が付された免許状を取得する理由
はいったい何なのか。何のために免許状を取得するのか。学生自らにしっかりと問い、免許状取
得の意義を見つけ出せるような取り組みをしていくことも求められているのではないか。
こうして、今後の実践上の課題も見えてきた。今後も、教育実習生の増減を見ながら、いわゆ

る再編・新学部誕生以降に入学し教育実習を終えた者についても調査をし続けながら、まずは傾
向の変化に注目していきたい。

注

（１）「（３）教育実習の改善・充実」、中央教育審議会答申『今後の教員養成・免許制度の在り
方について』、２００６年７月。

（２）米沢崇「我が国における教育実習研究の課題と展望」、『広島大学大学院教育学研究科紀要』
第一部第５７号、２００８年３月、５１～５８頁。
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（３）それでは、卒業生で教職関係に就職している者の現状や推移（人数）は、どうなっている
のか。在学中に教職関係に就職したいとしていた者を可能なかぎりで把握し、卒業後に随
時に連絡を取り確認するようにしている。その結果で言えば、例えば、平成２３年度に教育
実習を終えて卒業した者は７４名であったが、平成２５年度現在では、その７４名中１７名（２３％）
が教職関係に就職している。そもそも卒業前に４８％が教職関係に就職したいとしていたこ
とからすれば、その半分が教職関係に就職していると言えよう。

（４）卒業後の受験状況は不明であるが、試験の最終合格を果たし、公立学校の正規教員になっ
た者は、把握しているかぎりで言えば、平成２０年度に教育実習を終えて卒業した者で、２
名が卒業後に正規教員となっている。また、平成２１年度の２名、平成２２年度の１名の計３
名が平成２５年度に行われた試験に最終合格を果たし、平成２６年度から正規教員となる予定
である。

（５）今井航・牧貴愛「平成２４年度教育実習修了生へのアンケート結果」、別府大学教職課程委
員会編『教職への道』No．３３（２０１３）、２０１３年３月、２９～３２頁を参照した。

Memoirs of Beppu University, 55 (2014)

― ２５９ ―


